広島市環境影響評価条例（抜粋）
第６章　環境影響評価審査会
第３６条　市長の諮問に応じ、環境影響評価、事後調査その他必要な事項について調査審議するため、市長の附属機関として、広島市環境影響評価審査会（以下「審査会」という。）を置く。
２　審査会は、委員２０人以内をもって組織する。
３　委員は、学識経験者その他市長が適当と認める者のうちから、市長が委嘱し、又は指定する。
４　委員の任期は、２年とし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。ただし、再任を妨げない。
５　前各項に定めるもののほか、審査会の組織及び運営に関し必要な事項は、規則で定める。
広島市環境影響評価条例施行規則（抜粋）
第５章　環境影響評価審査会
（審査会の組織及び運営）
第４１条　条例第３６条第５項の規定による審査会の組織及び運営に関し必要な事項は、次条から第４８条までに定めるところによる。
（会長及び副会長）
第４２条　審査会に会長及び副会長を置き、委員の互選によってこれを定める。
２　会長は、審査会を代表し、会務を総理する。
３　副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、その職務を代理する。
（会議）
第４３条　審査会は、会長が召集し、会長が審査会の議長となる。
２　審査会は、委員の半数以上が出席しなければ、会議を開くことができない。
３　審査会の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決するところによる。
（専門委員）
第４４条　審査会に、専門の事項を調査させるために必要があるときは、専門委員若干人を置くことができる。
２　専門委員は、市長が委嘱し、又は指定する。
３　専門委員は、当該専門の事項に関する調査が終了したときは、解嘱され、又は指定を解かれるものとする。
（部会）
第４５条　 審査会に、専門の事項を審議させるため、部会を置くことができる。
２　部会に属すべき委員は、会長が指名する。
３　部会に部会長を置き、部会に属する委員の互選によってこれを定める。
４　部会長は、部会の事務を掌理する。
５　部会長に事故があるとき、又は部会長が欠けたときは、部会に属する委員のうちから部会長があらかじめ指名する者がその職務を代理する。
（資料の提供等の要求）
第４６条　会長は、必要があると認めるときは、委員以外の者に対し、資料の提出，意見の陳述，説明その他必要な協力を求めることができる。
（庶務）
第４７条　 審査会の庶務は、環境局環境保全課において処理する。
（委任規定）
第４８条　第４２条から前条までに定めるもののほか、審査会の運営に関し必要な事項は、会長が審査会に諮って定める。　
資料２








